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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

わ が 国 の 研 究 が欧 米 諸国 に 比 し て 著 しく 遅 れて お り 、 理 解 と支 援 のた め の 研 究 が 急務 と なっ

て い る 障 害 と して 、特異 的 言 語 発 達 障害（ Speci f i c  Language  Impai rment ,  以 下 SLI）、発 達 性

読 み 書 き 障 害 、吃 音 があ る 。 こ れ ら の障 害 を早 期 に 発 見 し 、必 要 な指 導 ・ 支 援 を 開始 す るた め

に は 、 そ の 基 礎的 研 究と し て ま ず 、 定型 発 達児 の 音 韻 、 形 態、 統 語面 の 発 達 過 程 の特 徴 を明 ら

か に し て お く 必要 が ある 。 本 研 究 の 目的 は SLI、 発 達 性 読 み 書き 障 害、 吃 音 の 早 期 発見 の ため

に 、 定 型 発 達 児の 音 韻、 形 態 、 統 語 面の 言 語発 達 の 指 標 を 作成 す るこ と で あ っ た 。 本 研 究 の 特

徴 は 、我 が 国 で は 極 め て 少 な い 言 語 学 、心 理 言 語 学 の 知 見 を ふ ま え た ア プ ロ ー チ で あ る 点 に あ

る 。  

 

本 年 度 は 、今 年 度 の デ ー タ を 含 め て 、こ れ ま で の 研 究 成 果 の 中 か ら 二 つ を 国 際 学 会 と ワ ー ク

シ ョ ッ プ で 発 表 し た 。  

 

ま ず 、 2013 年 11 月 に ア メ リ カ の シ カ ゴ で 開 催 さ れ た ASHA (American 

Speech-Language-Hearing Association) の 2013 年 度 大 会 に お い て 、 統 語 発 達 が 著 し い 2 歳 時

期 の 音 韻 発 達 に つ い て 報 告 し た （ ポ ス タ ー 発 表 ） 。 対 象 児 は 2 歳 ０ カ 月 か ら 2 歳 11 カ 月 ま で

の 定 型 発 達 児 58 名 で あ っ た 。 方 法 と し て は 非 語 （ ３ モ ー ラ 語 と ４ モ ー ラ 語 ） の 復 唱 課 題 を 用

い た 。 本 研 究 の 結 果 、 格 助 詞 未 使 用 群 （ 格 助 詞 「 が 」 ま た は 「 の 」 を 使 用 す る 幼 児 21 名 ） と

格 助 詞 使 用 群 （ 格 助 詞 「 が 」 ま た は 「 の 」 を 使 用 す る 幼 児 37 名 ） を 比 較 す る と 、 語 頭 音 素 の

構 音 の 正 確 さ に は 両 群 間 で 差 が 認 め ら れ な か っ た が 、正 し く 産 出 さ れ る モ ー ラ 数 は 格 助 詞 使 用

群 の 方 が 有 意 に 多 い こ と が 明 ら か に な っ た 。 こ の 結 果 か ら 、 2 歳 児 に お い て は 、 韻 律 的 側 面 は

統 語 発 達 と 対 応 し た 発 達 を 示 す が 、分 節 的 側 面 は そ の よ う な 対 応 し た 発 達 を 示 さ な い こ と が 示

唆 さ れ た 。  

 

次 に 、 2014 年 3 月 に イ ギ リ ス の レ デ ィ ン グ 大 学 で 開 催 さ れ た ワ ー ク シ ョ ッ プ (LARSP ACROSS 

LANGUAGES WORKSHOP)に お い て 、 LARSP(Language assessment, remediation and screening 

procedure) の 日 本 語 版 の 試 案 を 発 表 し た 。LARSP で は 、言 語 発 達 段 階 を Ⅰ か ら Ⅶ ま で ７ 段 階 に

分 け る 。こ の ワ ー ク シ ョ ッ プ で は 、各 段 階 で ど の よ う な 統 語 論 的 、形 態 論 的 側 面 が 獲 得 さ れ る

か を 中 心 に 、 日 本 語 、 タ ミ － ル 語 、 イ ヌ ク テ ィ ト ッ ト 語 な ど 10 の 言 語 の LARSP に つ い て 発 表

が な さ れ 、質 疑 、討 論 が 行 わ れ た 。こ こ で 提 案 さ れ た LARSP 日 本 語 版 に は 、今 後 、加 筆 、修 正

が 必 要 と 思 わ れ る が 、SLI、発 達 性 読 み書 き 障 害、吃 音 の 早 期 発見 に つ なが る 言 語 発 達 の指 標 と

し て 有 効 な 役 割を 果 たす こ と が 期 待 され て いる 。  

 

 



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  
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